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：雜
錄
ヵ
ン
ト
に
歸
つ
て
緖
濟
學
‘
論
す 

が
カ
ン
ト
ビ
同
じ
く
服
正
中
立
の
枇
_
的

立

場

を

飽

く

雜

，れ
て
行
く
傾
向
が
あ
る 

!£
:
も
守
ら
ざ
る
以
上
*=
0
'ヵ
：シ
.
-
^
.
に
.歸

れ』

の

言

ば

何

度

で
::
'」

も
反
稷
さ
る
、
に
相
違
な
い
？
西
阳
幾
太
郞
氏
の
主
張 

ず
る
如
く
科
擧
を
も
.

r
種
：の
内
面
的
妥
當
性
e
見
做 

し
、
科
學
、
文
化
>

_
術
’

.宗
敎
等
^
同

'ー
平
而
上
に
：
：
| 

'

立
れ
し
め
ん
£
す
る
;0
は
旣
に
：對
他
的
妥
當
性
を
離
れ 

た
る
純
粹
經
驗
の
內
而
紙
妥
當
性
の
見
地
に
於
て
0
み

,:

主
張
わ
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
.

■

;自
然
科
學
を
斜
學
の
：1
切
^
し
て
：、
：
そ

し

て

經

濟

學

ン

：

の
科
學
的
地
位
を
見
る
^
ど
ぅ
な
石
か
、
：
經

; *
學
は
元
：
.：
1 

來
學
皮
し
て
自
然
科
學
に
近
く
に
從
て
の
罾
が
贫
弱
G
 j 

な
り
學
ビ
し
て
の
形
式
は
整
.ふ
も
學
S
し

て

の

價

値

が1 

i

文
化
的
經
濟
學
丨
體
系
的
經
濟
學
I

自
然
科
學
的
經
濟
學
ド 

/ /
徘
學
^
し

心

を

濟

學

：
卜

;:
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(

內
而
的
妥
當
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■
:
.
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對
他
的
妥
當
性)

第
艽
號 

六
六

、
そ
こ
で
經
濟
經
驗
を
經
濟 

經
驗
S
し
て
完
全
に
把
捉
す
る
に
は
如
何
に
す
可
き
か 

の
議
論
が
生
す
る
！

t

で
あ
る
。

勿
論
經
濟
經
驗
に
對
し
て
文
化
的
取
扱
を
生
張
す
る 

左
右
田
博
土
の
所
論
は
稱
揚
に
價
す
る
一
解
見
で
あ
ら 

ぅ
。
乍
然
、
私
は
文
化
S
し
て
の
經
濟
學
以
外
に
價
値 

のo
r
g
a
n
i
s
m
，/」

し
て
の
經
濟
學
を
考
へ
得
るV

J
®

ふ
0 

此
の
價
値
の
0
ぶ
目
ー
3日
を
|1
1

に
普
遍
tt
す
る
ビ
從
來
の 

自
凝
科
學
的
經
濟
學
に
な
る
の
で
、
經
濟
學
•か
自
然
科 

學
的
經
濟
學
笟
な
る
前
期
、
そ
れ
が
即
ち
價
値
體
.系 

し
て
の
經
濟
學
で
：あ
る
。
即
ち
文
化
ど
し
て
の
_

«
學 

ド
自
然
科
學VJ.

し
て
の
經
濟
學
ど
の
間
に
體
系
ビ
し
て「 

;の
經
濟
學
が
這
入
る
^
考
：へ
る
。
即
ち
左
の
如
し
。

、
徘
學
>?
:
し
：て
の
經
濟
學
、

:

:
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內
而
的
妥
當
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對
他
的
妥
當
性)_

自

然

科

學

は

鉋

く

迄

も

述

，絡

を

破

壤

し

て

同

.一

平

面

に

等

I

的

に
'總

.て

を

見

て

行

こ

う

ビ

す
.る

の

で
.あ
、
.が

、

之

t
反
對
に
今
そ
のS

T

然
科
學
が
無
視
し
上
^
s
bす
る
連
' 

/ 

絡
を
^
心
ビ
し
て
之
1;
*
も
注
意
を
注
い
で
一
個
の
有」

：
 

機
體
ビ
し

て

經
濟
ま
活
を

見
て

拧
こ
ぅ
ど
す
る
t
體
系 

的
經
濟
學
が
生
れ
る
の
で
あ
る
、
，
勿
論
斯
る
事
は
學
ど 

し
て
の
權
威
が
ら
遠
い
こ
さ
恰
毛
文
化
が
遠
き
如
き
で
一 

あ
る
’
然
し
そ
れ
だ
け
内
面
的
妥
當
性
は
あ
ら
ね
ば
な
一 

ら
ぬ
。

：

'
鬼
^C

、

私
は
資
本
主
義
と
云
ふ
こ
^
を

此

の

0
? 

g
a
n
i
s
m

の
根
本
に
入
れ
て
連
絡
を
把
握
し
、資本 

虫
義
的
«
造
、
即
ち
財
界
に
達
じ
ょ
‘，

,i
u
ふ

の

で

ハj 

私
の
財
界
學
が
經
濟
注
活；

の
理
解
に
，役
立
つ
時
に
世
間| 

は
之
を
學
と
し
て
の
袋
當
•性
を
與
へ
て
稱
揚
す
^
か
も 

知

れ
:^
い

が

學

の

眞

正

な

ふ

意

味

に

於

て

擧

で

は

あ

K
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得

な

い
？

'
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；：
私

は

經

濟

主

觀

ビ

し

て

資

本

主
.義
を
假
定
し
、
そ
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で
を
れ
に
侬
て
與
へ
ら
れ
：た
る
.經
濟
生
活
を
統
一
し
て

^
]:
過
ぎ
な
：い
の
で
办
る
、
：此
の
資
本
主
義
的
#
造
邮 

も
財
界
の
觀
念
體
系
が
現
在
の
經
濟
生
活
の
迦
解
に
役 

立
つ> 

J
は
現
代
の
經
濟
生
■
が
そ
れ
だ
け
資
本
主
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的
特
色
を
帶
び
て
;5
ろ
こ
ビ
を
麥
抨
き
す
る
に
過
ぎ
な
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井

復

太
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;

」

八
“

^

.
1

八
四
〇
年
の
春
過
勞
ビ
失
戀
ミ
の
齎
し
た
病
氣
は 

.ラ
ス
.キ
ン
か
ら
、
，.あ
ら
ゆ
.る
.光
01
1
ど
希
^
€
を
一
時
に 

吹
き
消
し
て
、
其
の
あV

に
は
陰
慘
な
る
風
が
吹
き
荒

•賽
本
主
義
的
梢
造
則
ち
^
界
の
觀
念
に
達
し
ょ
ぅ
^
す

む

だ

0
彼
は
如
何
に
し
て
又
何
處
に
其
の
前
途
：を
見
セ

.
第

十

七

饴

(

七
三
九)

.雜

.
錄
.
，
社
曾
思
想
家
ミ
し
て
の
'ツ
.ョ
ゾ「

>
ヲ
ス
キ
ン
の
坐
涯
:

:

mTt
^

六
七



ま

十

七

卷

(

七
四
〇)

雜

錄

社

會

M
想
家w

し
て
の
クm

ゾ
e
ラ
ス
キ
ン
の
生
涯 

第
五
镪 

六
八

.ず
或
き
か
頗
る
木
安
の
情
に
包
ま
れ
て
ゐ
た
。
.01
し
彼 

の
健
康
が
囘
復
せ
ら
る
、
限
り
，
彼
の
撰
ぶ
可
き
道
は 

旣
.に
"
.：そ
の
準
備
時
代
を
通
じ
て
定
め
ら
れ
て
ゐ
だ
«.

云
ふ
も
何
等
疑
無
、さ
所
で
あ
ら
ぅ
。
此
の
眞
の
使
命
に 

應
じ
て
立
て
る
彼
の
姿
こ
を
、
幾
多
の
傅
：記
記
者
が
最

| 

i
愉
快
に
又
難
々
し

<
語
ら
ん

X
す
る
所
で
あ
る
。
實

j 

U
『

今
や
吾
人
は
ま
然
並
び
に
类
術
®
使
徒
ビ
し
て
の 

若
き
フ
ス

「

キ
' ン
が
生
活
の

|1
13
出
に
：達
し
れ
の
で
あ
る

』 

(Harrison,—

 

p
「
4
r) 

V斯
く
て

®
人
は
極
め
て

#

々
^

る
彼
の
プ
生
活
の
記
錄
を
«
す
る
の
で
あ
る
。

,

j 

，
'
五
月
、
彼
の
吐
血
は
ラ
ス
キV

のI

家
を
極
度
の
薆 

爾
に
陷
れ
た
が
彼
の
願
の
ょ
く
《
る
に
連
れ
て
彼
等
は 

駿
か
&-
術
國
に
療
養
す
る
の
計
迸
を
立
て
た
。：
斯
く
し
.\ 

て

1

八
四
G
牟
X 

b
翌

部

の

中

頃

，に
瓦
る

南

伊

'太
刹
の 

旅
行
が
以
前
の
如
く
家
族
述
れ
ャ
企
1*
ら
れ
た
"
怖
ろ 

し
^
記

憶

に

觸

る

、

巴;1
1
1を

避

け

つ

、
彼

等

は#
太

利

，

•!
:

.&
い
仅
が
、
仑
の
途
の
風
光
も
常

.0
如
<

■{
:
ラ
ス
キ

.

ン
の
心
に
感
歡
を
與
へ
得
ざ
り
し
の
み
な
ら
ず
寧
る
餘 

む
面
白
い
旅
行
で
は
な
か
づ
た
ら
し
い
。
ハ
自
叙
傅
節
一
一 

卷
ニ
ニ
•
ニ
三
。四
四
の
各
節
、
工
フ
*
ハ
ソ
ソ
ン
の
ラ
ス 

キ
ン
傅
三
六
頁
參
照〕

彼
の
自
叙
傳
中
に
は
到
る
處
に 

當
時
の
奇
ら
立
て
る
感
.情
を
示
.す
も
の
が
|)
る
。
十
一 

月

の

末

"
目

的

地

の

羅

馬

に

翁

S

た
時
、
此

の「

ff
i
代 

:

的

大

都

會

の

大

通

办

」
：「

に

入

つ

て

旅

宿

に

肴

い

た

||
$

の
へ 

:

彼
の
®
情
は
極
め
て
疲
勞
し
且
つ
氣
む
づ
か
し
，か
つ 

た
' 
日

く『

陰
欝
な
る
旅
行
が
11
:に
一
層
陰
嚮
な
る
休 

息
を
以
つ
て』

終
へ
た
ど
O

H叙
傅
第
ニ
卷
三
〇
•
三1

一
 

各
節
參
照)

。宏K
w

云
ふ
事
に
驚
炉
ぬ
ラ
ス
キ
ン
に
ば 

羅
埸
は
殆
ざ
大
し
た
興
味
を
與
ふ
る
if
f
-な
く
"
又

st. .‘ 

P
e
t
e
r

の
ド
オ
ム
も
グ
ァ
テ
-
力
ン
の
書
廊
の
作
品
も
彼
；
 

の
注
意
を
惹
く
に
は
足
り
な
が
づ
た
,(

前
揭
書
三「

一• 

3
四
の
各
節
、
羅
捣
の
滯
在
に
就
い
て
は
页
に
四
五
節 

を
參
照)

彼
及
び
兩
親
はH
e
n
r
y

 

A
c
l
a
n
d

の
紹
介
狀 

を
以 o

.

て 

_
J
o
s
e
p

-t
r

-̂ev^Tl 

\ゃ
' .

'oeorg-e^£CJXn7<?r?4

等

-0
滯
在
中
の
英
國
紳
士
：
1ぞ
.交
際
す
る
事
に
な
つ
れ
が 

羅
堪
、
及
：び
伊
太
利
の

_
術
等

C

T
、，ヶ
ラ
ン
ジ
ぶ
を 

除
い
て
は

)

に
對
す
る
ラ
ス
キ
ン
の
批
評
は
是
等
の
人 

々

？
の

間

，に

可

な

り

の

激

論

を

惹

起

さ
し
め
> 
彼
が
容 

易
に
下
ら
ざ
る
不
屈
な
態
度
は
彼
の
兩
親

k
又
ー
：っ

0 

懸
念
の
湔
ど
考
へ
ら
れ
て
ゐ
れ

||
:(

0
叙
傅
第
ニ
卷
、コ一 

六
節

}

,
.

.

: 

,

詠
'
,
か
太
利
熟
術
に
對
マ
る
知
識
の
熟
せ
ざ
る
常
^
の
ラ
ス
，キ
；
ン
ぱ 

ゴ

9

 V

?:
A»
ミ
ヶ
？x

ぐ
エ
ロ
の
み
が
其
の
偉
大
か
鞑
め
ら
れ
て
ゐ 

た
？『

G
e
n
o
a

じ
於
い
て
私
|1
初

>6
て
、
ミ
ク
ヲ
ン
ジH 

ロ
の
手U

な 

つ
六
妞
い
h*
1
エ
タ
T
か
见
れ
。
之
れ
が
全
#-
太
利
0
美

術
|:
:

於

け
 

る
私
の
手
别
で
わ
つ
れ
0
:
#し
こ
の
時
|:
は
私
は
未
だ
、

ル
ゥ
ペ
ン 

ス
、
ゲ
ァ
ン
ダ
ィV

:

ゥ
チ
ヲ
ス
み
ス
か
除
い
て
は
、
併
太
利
の
給 

撤

|:
就
い
て
寸
菇
も
知
識
^
持
つ
て
ゐ
な
か
つ
?:
の
で
わ
る』

。

S

. 

敍
傳
第
ニ
卷
ニ
PU
節)

.

■

『

ル
：ベ
て
の
宗
教
的
樂
術
ゝ
賭
镒
丨
デ
^
ベ
ヲ
肅
#
の
似
値
は
丁
度
楚 

等
の
t
の
が
#
太
刺
人

£̂.身
じ
と.C.

て
^
で
あ
つ
た
様
|:
私
|:
も
無 

義

2

つ
た

:0
平
辦
の
埃
だ
ら
け
允
す
B

!

vの
樹
の
わ
る
周
il
l 

;

'の
S

等

、
?:
v r

人
の
肺
ミ
み
ラ

y
“
V
H 
ロ
ん
除
い
て
|1
全
部
が 

:
私
の
感
惝
か
赀
ら
立
で
れ
-
依̂
怠V

し

^
?:
リ
マ
る
も
の
ば
か
”
で 

■
患
つ
t'
o 

'

葙
は
彼
0
.中
に
濟
臌
人
|:
於

け
3

ょ
-
&
-
}
-

傅
れ
た
ス
.罈
情
3

人
决
と 

が
苻
花
し
、
又
‘

-
Vぺ
ソ
ス
l:
lt
鈥

U
て
ゐ
る

JI
*
碗 
>」

澈
義
ビ
が
他 

ま
れ
て
ゐ
る
琪
^
取
|:
認
め
/:
。
0
V
L 
5

ケ
ブ
ン
ジH

 

s

が
世
界 

に
於
い
て
一
锻
立
派
な
も
の
で
あ
る
ご
云
ふ
祺
か
私
じ
就
ぃ
て
替
っ 

て
焚
れ
る
の
で
、
彼
を
好
む
填
か
私
は
■
め
て
骹
に
思
つ
て
ゐ
た』

,("
S

敍
餺
第
二
卷
ニ
八
• 
ニ
九
沏F

l
o
r
e
n
c
e

の
條)
班

1:
玀
馮
ド
於
け 

る
ラ
ス
キ
ン
の
ミ
ケ
ラ
ゾ
ジ
エ
ロ
硏
究
他
ぴ

|:
常

時

の

妞

築

觀
|:
就
 

■
い
-c
.
uLibrpry 

gpu
^
oJ3vcl, 

x
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x
v
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6
1
6

以
下
に
興
咏
ゎ
る 

彼
の
記
錄
か
見
出
マ
。

.
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ヲ
フ
ァ
-
か
其
他
|:
關
し
て
は
前
祸
向
敘
傳H

o
r
e
n
c
e

の
條
I:
、 

d

i

の
览
集
屮
に
わ
ろ
ヲ
フ
ア
-丄i

の

St. 

J
o
h
n
b

稱
し
て
は 

「

ir
t
黑

■/
«
}
:
誇
大
の
一
作」

^

p

«
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black 

b
o
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a
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CA
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雄
そ
の
も
の
^>
指
1

1
は
、「

不
體
裁
な
るf

集j

ミ
贬
し
て
ゐ
る
°

羅
思
の
敔
廍
趼
究
ハ
自
敍
媒
第
一
一
卷
第
三
四

S

で
は
次
の
如
さ
紡
論 

じ
逯
し
れ
。

『

凡
べ
て
の
你
大
な
る
宗
教
蜇
"p

a
r
u
g
i
n
o

の
控
間
、A

u
g
a

o-o

の 

禮
萍
堂
、
，
s
r
ts-
e
.教

會

堂

の

全

下
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.い

て

や

つ

た

の

も

此 

の
頃
め
事
で
ぁ
る
。
六
週
間
を
經

て

彼

は

W
e
n
d
k
b
u
r
y

 

'

に

ぁ

る

W
.

 

B
r
o
w
n

の

家
庭
に
暫
く
®
し
た
後
來
郝 

ォ
'
ク
ス
フ
ォ
*—
.ド

の

學

位

を

る

可
く 

O
.

 
G
o
r
d
o
n

の
..；
 

I
.

援
助
の
下
に
其
の
用
意
を
ず
；る
事
ビ
な
つ
た
';
0

.

;

:

十

,

:

'

: 

:
n
h
l
:

-
:
: 

r

A四〗

一
年
は
多
く
も
の
が
曉
雲
に
包
ま
れ
て
‘
.ゐ
：る

' 

|
:樣
な
貌
で
開
炉
れ
た
。
此
年
タ
ナ
ナ
ァ
は
彼
のs

然
觀 

を
感
興
の
乘
る
ま
、
に
自
由
に
現
は
し
ft
所
謂dcught. 

d
r
a
w
i
n
g
.

を
作
っ
た
が
其
の
中
に
ラ
ス
キ
ン
が
認
め
て 

.

タ

ァ

：
ナ

：
ァ

の

ァ

\

ブ

ス

，
作

品

中
®
も
傑
作
皮
稱
せ《

っ
る 

、

S
p
l
S
g
e

ロ

の
肅
が

ぁ

っ

た

。

彼
は
之
れ
.を

手

に

入

れ 

j

ん
ど
欲
し
た
が
折
惡
し
く
父
不
在
の
爲
め
遂
に
f

与 

の

M
u
|
i
:

 o

氏
に
買
は
れ
て
し
ま
づ
た
U

ラ
ス
キ
ン
は 

,

之
れ
に
對
し
て『

其
の
書
は
私
が
*:
め
る
の
が
極
め
て 

當
然
な
の
で
め
つ
て
他
の
何
人
が
求
め
樣
S
も
爲
め
に 

な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る』

^
主
張
し
て
父
親
に
其
の
勝
入

第
十
七
卷
へ

(

七
四
五)

雜
-:

錄
.

社
會
姐
想
家

v

し
て
の
ジ
日
ン
•
ヲ
ス
キ

V

の
生
涯
'

第
钒
猇」

七
|1!



镇

十

セ

怨C

七
四
六)

錄

社

會

思

想

家.

w

し
<

(p
<J

y
ヨ
ン

•
ヲ

ス

キ

-ゾ

の
屯

®

蛋

號

七
四

•を
乞
ふ
た
が
相
手
の「

M

l

?氏
が
其
の
'値

段

を

八

〇 

ギ

ニ

が

ら

四

〇

〇

ギ

：
ニ
に
上
げ
た
爲
め
交
渉
は
不
調
に 

終
り
其
の
結
果
此
の
交
渉
を
中
心
^
し
て
父
子
共
頗
る 

_面
白
か
ら
ざ
る
感
情
を
懷
く
に
至
つ
^
.
。
' 

_

.
^
M
o
d
e
r
n

 

p
a
i
n
t
e
r
s: -

v
o
l
.

 .1
1
, E

p
i
l
o
g
r
e

3
.
C
S
S
3 
ン
.c

o
l
l
-

 

i
n
g
-
w
o
o
d
—

r:T
h
e
:
.
L
i
f
e

 

a
n
d

 

W
o
r
k

 

of" J
o
b
a
.

 .
R
U
S
l
u
_
n
/
<
o
l
.

 J
,

: 

tj
p
. I

C
O
-
I
O
I
.

 

E
.

 

T
.

 

C
o
o
l
c

 

へ
へ
 T

h
e
.

 L
i
f
e

 

o
f

 

■
 R.

u
s
l
d
n
,

コ 

vol.. J, 

p
p
.

 

1
2
5
-
1
2
6
.

 

4
r
l
r
i
t
a
,

 

I
I
,

恋
.7

1
-
7
3
〕

併
し
此
の
繪
a
遂

に

r
A
七
八
年
に
な
つ
て
彼
の
友
、
逢
か
ら
彼
の 

.所
U
贈
ら
れ
?:
。
タ
ア
ナ
ア
の
是
等
の
作
品
の
ラ
ス
キ
ン
|:
教
べ
?;

.

所
it
霧

爵

論

r

第
一
卷
第
三
靡
第
ー

i

十
一
節
に
現
は
れ
て；

q 

.

る

0-
其

11
次

の

琪

ミ

相

合

、
し

て

考

へ

ら

ろ

ベ

み

で

わ

，气

-タ
ア
ナ
ア
の
極
め
て
自
由
な
る
想
像
カ
に
當
む
作
品
：
 

は
ラ
：ス
キ
ン
に
深
い
感
銘
を
興
へ
た
。
：タ
ア
チ
ア
が
傅 

統
的
因
襲
を
輕
視
し
て
.直
接
自
然
の
靈
感
に
觸
れ
て
.描
：
 

け
.る
所
極
め
て
偉

大

な

る

も

の
.が
*
つ
た
y

ラ
ス
キ
シ 

は
茲
に
於
い
て
タ
ア
チ
ア
の
コ
シ
ポ
ジ
ッ
シ
ョ
シ
の
意
義 

を
解
し
#
た
が
更
に
此
：の
四1j

年
は
ラ
ス
キ
ン
に
ど
っ 

V
.

貴

重

な

一

啓

示

：を
：與
へ
'■た

も
'©
で

，
あ

る

。

同

年

五

.月

，

の

頃T
ul
s
e 

H
H
1

の
下
.な

る

N
o
r
w
o
o
d

街
道
を
步
■い 

て

ぬ

た

時

彼

は

不

圖

、

籬

の

茨

の

幹

に
«|
へ
る
キ
ブ
タ 

の
如
何
に
其
の
形
の
美
な
る
か
に
驚
か
さ
れ
之
れ
に
よ 

つ
て
彼
は
如
何
に
微
妙
な
る
«
成
、
排
置
が
m
然
そ
の 

も
の
.、
手

に

よ

つ

て

な

れ

つ

、
あ

る

や

を

覺

<
^
将 

た
。
か
く
て
彼
は
、
自
然
の
與
へ
し
ま
、
の
事
物
に
就 

い
て
描
蕺
す
る
事
を
何
人
も
^

へ
な
か
つ
た
、
狹
の
過 

去
を
囘
.想
し
て
其
の
爲
め
に
多
大
の
年
月
が
空
#
さ
れ 

し
を
知
り
1
是
等
の
時
代
に
彼
が
傲
か
に
も
殘
せ
る
も 

の
は
各
地
の
祺
な
る
記
錄
に
過
ぎ
ず
し
てf

つ
の
美
術 

定

し

て

の

論

書

を

學

ば

ず.，1

石

、

一
葉
の
中
に
存
在 

す
る
美
す
ら
見
1-
1
4
1す
能
は
ざ
り
じ
を
悟
つ
た
o 
_が
く
し 

Iて

彼

は

云

上

'

:

『
私
は
此
の
發
見
に
よ
つ
て
、然
炉
る
可
き
程
、
厕
服

. 

さ
れ
も
し
な
か
つ
た
し
又
其
れ
程

向
上
も
し
な
か
つ 

た
、
が
、
た

)
其
れ
が
私
の
蛹
の
樣
な
腿
眠
時
代
に
終 

-
を̂
告
げ
さ
せ
た
。
爾
來
私

の
.
®歩
は
、
遲
々
れ

は
云
へ
、
確
货
な
る
も
の
で
^
つ

た』(

自

叙

傳

第

一

一
卷

第

七

三

節

)

g

y
 

'

:

'

::ん

:
:::ぷ

‘
il
i
'
'il
f
cの
點
1
1關
し
て
は
同
笫
五
六
節
及
ぴ『

近
世
敬
家
論』

姑
二 

粗
エ
ピ
ィ
ロ
グ
第
二
節
、
參
照
。

， 

’

此
の
啓
示
の
似
値
は

.!
1
1|:
押

ぴFontainebleau

の
#

U
於
け
る 

典
れ
と
他
せ
て
極
め
て
货
耍
な
么
癥
豉
を
有
せ
る
も
の
で
ゎ
る
。『

近 

•仳
猫
家
鞔』

第
一
卷
め
結
論

|-
於
い
て
ラ
ス
キ
ン
が
風
散
襯
硏
究

 ̂

U
興
へ
れ
ろ
教
訓

|1
誠

1
.
1
'
か

、
ス
ラ
ス
キ
ゾ
の
货
悠
か
ら
發
す
る
も 

.;の

.
の̂
で
^
る
' 詳
し
く 
は
’
 collingwocd—

.The x,"fe and W
o
r
k

 

of. .J 9h

ロ
、

Ku.kin, vol.. 
1
'
p
f
.

. 1
0
1
-
1
0
2 

參
照

。
.
.
.

此
の
：事

の

一

、
一

1:

週
間
後
の
：ラ
ス
キ
ン
は
ォ
ク
ス
フ
ォ 

1
ド
に
赴
い
て
學
位
試
驗
を
受
け
:̂
。
彼
.の
'
-?
ブ
ン
は 

此
の
試
驗
办
通
過
を
怪
し
ま
せ
た
程
不
出
來
で
ぁ
つ
た 

が
紳
學
、
哲
學
及
び
數
學
の
秀
で
た
^
成
績
は
名
#
ぁ 

る

o
o
u
b
l
e
-
f
o
u
r
t
h

の
學
位
を
彼
^
授
け
る
事
己
な
つ

. o 

* 

…

—

斯
く
し
て
變
化
ぁ
つ
た
ォ
ク
ス
フ
ォ
1

ド
の
學
生
 々

活
も
終
つ
て
茲
に
又
如
何
.に
な
す
可
き
か
の
將
來
に
關 

ず
る
問
題
が
彼
の
心
に
生
じ
た
。

.：

::

第
十
•七

卷

(

七
四七

.
}

雜

錄

『

宙
曲
を
取
b
:i
l

し
た
感
に
於
い
て
幸
福
で
あ
つ
れ 

が

、

併

し

其

を

如

何

な

.る
用
途
に
州
ふ

可

き

か

に

就

い 

て
は
頗
る
に
疑
惑
に
充
ち
て
ゐ
た
。
茲
に
滿
一
一
十
二
a
 

の
、
か
く

く
 
W

能
力
を
持
つ
た
I

然
r

も
^
の
能 

ヵ
も「

分
析
的
能
力
以
外
は
何
づ
れ
も
第
二
»
⑽
の
も 

の
で
あ
り
又
分
析
的
能
カ
に
し
た
所
で
他
の
能
カ
€
11
>
)
. 

じ
ぐ
未
發
達
で
あ
り
且
.
.つ
其
れ
.を
!«
る
平
段
^

へ
持

 ̂

な
い
始
末
で—

斯
く
の
如
き
能
力
を
持
ち
、
见
に
之 

れ
ま
で
は
自
分
の
茛
心
に
谷
め
な
が
ら
耽
つ
て
ゐ
た
、 

が
く
—

-の
趣
味
を
持
つ
た
、
私
ど
云
ふ
も
の
が
あ
つ 

た
。
.然
か
も
典
處
に
は
又
._
己
並
び
に
兩
親
t
、
又
日 

を
追
ふ
て
益
々
漢
ご
な
り
行
く「

永
遠
の
法
則」

の
影
ど 

に
對
し
て
微
か
に
感
ず
る
義
務
の
念
が
あ
つ
た』

：自
叙 

、
傅

第

二

卷

第

七

四

節

)

彼
の
將
來
に
就
い
て
は
、
彼
の
父
は
ラ
ス
キ
ン
の
欲 

す
る
儘
に
爲
さ
し
め
^
で
あ
‘ら
ぅ
。
併
し
ラ
ス
キ
ン
は 

先
づ
夏
期
の
旅
行
を
.企
て
.、
瑞
西
に
赴
き
主
S

し
て

り
.ジ
句
.ン
？
フ
ス
キ
ジ
^
虫
漶

' 

,

;.第
^
號 

七

3£



第

十

七

怨(

七
四
八)

雜
錄
社
曾
思
想
家
ミ
し
て
の
グ
：ヨゾ

4
ヲ
ス
キ
ゾ
の
屯
铿 

第
五
*

:

七
-パ
：

c
h
a
m
g
n
i

 

'に
滯
在
し
て
山
嶽
の
空
氣
を
吸
ひ
、M

o
n
t

 

『
N
o
r
w
o
o
d

の
キ
ブ
タ
は
此
の
最
後
の
方
法
に
於
い

B
l
a
n
c

の
岩
石
を
研
究
す
る
宿
望
を
果
し
、
を
の
•上
彼 

の
將
來
を
考
ベ
よ
ぅw

じ
た
。

.n
hartres 

か
ら 

F
o
n
s
n
e
b
l
e
a
u

 

に
至
る

^
原
の

®
 

斷
は
北
に
巴
里
を
控

へ
て
ラ
ス
：キ
ン
の
心
を
惱
ま
し
れ 

が
、

一
日

p
g
t
a
5*
ecr
l
e
a
u :の
雜
の
中
に
於
け
る
靜
か 

な
る
觀
察
ビ

«
想

€
は
_

び
彼
に
*
强
き
自
然
の
啓
示 

を
與：

へ

た

ハ

路

傍

：の堤
に
横
り

無

氣

カ

に

僧

ま

さ

れ

て 

ゐ
：力

彼

が

何

氣

な
 

<啻
空
に
#
え
た

、ノ

コ
ャ
ナ
ギ
の

樹

. 

を
寫
生
す
る
に
及
ん
で

.、
1;
:彼
の
#
怠
の
情
は
尜

h
美
し 

5
線
が
典
の
紙

の
：：

上
に
熱
心
に
引
か
れ
は

'じ
：め
た
。
不 

思
_
に
も
其
等
の
線
は
人
々
の
知
り

#V
o

る
よ

h
麗
し 

き
法
則

.に
よ
つ
て
紙
上
に

「

排
置」

せ
ら
れ
て
行
き
遂
に 

其
處
に
一
本
の

A

コ
ャ
ナ
ギ
が
描
か
れ
た
。

ラ
ス
キ
ン 

が
#
た
る
所
先
き
の

N
o
r
w
o
o
d

の

キ
ダ
タ
に
於
け
る 

，
さ

等

し

き

も

の

が

ぁ

る>
併

し
11
に
此
の
時
に
於
い
て 

は
彼
は
次
の
如
く
考
へ
た
0;

て
私
を
黜
け
て
し
ま
つ
て
は
ゐ
な
炉
つ
た
。
蓋
し
人
 々

は
常
に
キ
ブ
タ
は
漿
飾
的
の
植
物
で
あ
る
ど
感
じ
其
が 

時
々
美
し
く
あ
ら
は
れ
る
の
を
豫
期
し
て
ゐ
る
か
ら
で 

あ
る
。
併
し
森
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
樹
木
が(

何
故
な
ら 

ば
私
の
描
い
た
小
さ
い
ハ
コ
ャ
ナ
ギ
の
樹
は
㈨

の
數
ぽ 

萬
中
の
た
っ
たr

本
に
過
ぎ
な
い
S
私
は
確
に
忍
ふ 

が)

そ
が
凡
べ
て
美
し
い
も
の
で
あ
る
の
だ
S
云
ふ
斟 

つ
は——

ゴV

ッ
ク
の
花
形
細
：エ
ょ
り
も
、
希
|1
の
|賦
瓶 

G

彫
像
ょ
り
も
，
來
洋
の
最
も
優
雅
な
る
刺
繊
師
が
縫 

«
し
#
ん
も
の
ょ
b
も
，
西
歐
の
最
も
技
巧
に
富
め
る 

書
家
が
描
き
得
ん
所
'1
む
も—

美
し
い
も
の
で
あ
る 

ダ
云
ふ
事
は
私
の
持
っ
て
b

た
以
前
の
あ
ら
ゆ
る
考
へ 

に
終
結
を
®

い
た
も
の
で
あ
り
新
し
き
シ
ル
ゲ
ァ
ン
の 

.世
界
に
對
す
る
識
見
を
開
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

『

取
に
シ
ル
、ヴ
ァ
ン
の
世
界
の
み
で
は
な
い
。
嘗
て
は 

た

>

 
荒
地
匕
，の
み
.眺
め
し
森
林
も
そ
の
美
に
於
い
て
、

雲
を

«
き
、
光
を
分
ち
、
波
を
振
動
せ
し
め
る
法
則
ど

G
e
n
e
v
a

に
於
け
る
彼
の
手
元

'に
"w

.

 H
a
r
r
i
s
o
n

の
送 

同
じ
き
法
則
に
一
致
せ
る
を

㈨
の
時
私
は
覺
つ
た

'「

神

れ

る

Literary 

Gazette (

或
は

A
t
h
i
u
m
)

認

恭
 

の
爲
し
れ
ま
ふ
ビ
こ
ろ
は
徵
そ
の
時
に
適
び
で

1
麗
か

.

に
屈
い
た
事
で
あ
る
。

(

Q:
,
o
g
r
H
h
e 

U
f
a

 

of 

ぅ」

ビ
云
ふ

®
は
爾
來
私
に
ビ
つ

'て
人

間

の

：心
ビ
あ
ら
 

一
^

g
?̂
B*
g
l:-
p
p
,
 

1.27-129)'

ゆ

る

物

體

.̂
の
間
に
#
す
る
«
紳
の
解
釋
と
な
つ
た
.

"\

彼
の
蹶
起
を
促
す
鐘
は
眯
に
鳴
り
響
い
た
。
，彼

は一 

:
:」

、第
七J

U

節) 

i

小
冊
子
を
以
つ
て
彼
の
心
胸
に
燃
ゆ
.る
所
を
全
部
云
は 

斯
◊
の
如
く
し
て
運
命
が
ラ
ス
キ
ン
の
奪
起
す
べ
き|

ん
マ」

欲

し

て

0

3ミ

を

去

つ

:1
:

C
h
a
m
o
u
m

へ
赴
い
： 

時

を

：下
す
以
前
に
於
い
：：て

彼

の

武

装

は

整

つ

ft
、
■彼

が
|
扣

。;,
.併

し

其

の
#
畫
に
耱
平
す
る
：ゃ

彼

の

云

は

ん

ミ

欲
. 

美
術
沘
評
家
ど
し
て
論
戰
に
出
で
.ん
:̂
す
，る
の
は
最
卑
|
す
る
所
は
極
め
て
多
か
つ
た
、
從
つ
て
小
母
子
ビ
し
て

た
>
そ
の
命
令
の
下
.る
の
を
待
つ
ば
が
々
で
あ
つ
た
へ
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翁
い
て
砰
び
ラ
ス
キ
宅
に
歸
つ
て
爲
す
事
に
決
定
し
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叙
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狀
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熱
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營
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が

、
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取
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問
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梆
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熟
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叙
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又
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參
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叙
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概
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在
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